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コ ラ ム

アドレナリンを発見 高
たか

岡
おか

にアルミ産業を提
てい

案
あん

米国に桜
さくら

を寄
き

贈
ぞ う

研究成
せい

果
か

を事業に結
むす

び付け、必ず特
とっ

許
きょ

を取った 譲
じょう

吉
きち

の個
こ

人
じん

遺
い

産
さん

は当時のお金 3000 ドル。現
げん

在
ざい

の円にすると約
やく

６ 兆
ちょう

円
えん

に相当します。

　譲
じょう

吉
きち

は京都や大
おお

坂
さか

の医学校で化
学の実

じっ

験
けん

や分
ぶん

析
せき

を勉強するうち、

　譲
じょう

吉
きち

はその後も地道な研究を続
つづ

け、タカヂアスターゼという、食
べ物を消化する酵

こう

素
そ

の発見と、副
ふく

腎
じん

髄
ずい

質
しつ

ホルモン＊のアドレナリン
を取り出すことに成

せい

功
こう

しました。
　 麹

こうじ

かびの研究の延
えん

長
ちょう

線上で発
見されたタカヂアスターゼはアメ
リカの医薬品会社が商品として売
り出しました。譲吉はアメリカの
医薬品会社が日本で販

はん

売
ばい

すること

　射
い

水
みず

郡
ぐん

高
たか

岡
おか

町
まち

（現
げん

高岡市）で代々
続く町医者の長男として生まれま
した。
　父が加

か

賀
が

藩
はん

（富山県・石川県）
の洋式軍

ぐん

隊
たい

養
よう

成
せい

学校「壮
そう

猶
ゆう

館
かん

」の

　 譲
じょう

吉
きち

は1918（大正７）年５月
の地元の新聞に、「富山県におけ
る軽銀（アルミニウム）興

こう

業
ぎょう

につ
いて」と題した論

ろん

文
ぶん

を発表しまし
た。
　その中で、アルミが鉄の３分の
１の軽さであること、腐

くさ

りにくく
熱
ねつ

を伝
つた

える効
こう

率
りつ

が高いことや、他
の金属と混

ま

ぜて合金をつくること
ができることなどの特

とく

性
せい

を説
せつ

明
めい

し
たうえで、水力発電を行い、伏

ふし

木
き

・
高
たか

岡
おか

へ電気を送れば、アルミ工業
を中心とした大工業地

ち

帯
たい

として発
はっ

展
てん

するだろうと述
の

べています。
　 譲 吉 は、1919（ 大 正 ８） 年、
黒部川で本

ほん

格
かく

的
てき

な電
でん

源
げん

開発を始め
るために東洋アルミナム株

かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

を設
せつ

立
りつ

しています。
　高岡ではその後、竹

たけ

平
ひら

政
まさ

太
た

郎
ろう

が
1960（昭和35）年、51歳

さい

で設立
したアルミ建

けん

材
ざい

メーカーの三
さん

協
きょう

ア
ルミニウム工業（現

げん

三協立山アル
ミ）など、多くのアルミ会社が成

せい

長
ちょう

を遂
と

げました。伏木富山港の臨
りん

港
こう

工業地帯には、富山の豊
ゆた

かな水

と水力発電を利
り

用
よう

したアルミ製
せい

錬
れん

（原料であるボーキサイトからア
ルミニウムを取り出すこと。大

たい

量
りょう

の電気を使用します）と、アルミ
に関

かん

連
れん

した産業が発
はっ

達
たつ

することと
なったのです。

・興
きょう

味
み

のあることを学ぶ
・学んだことを人の役に立てる
・国

こ く

際
さ い

的
て き

な視
し

野
や

をもつ

外国語や化学に興
き ょ う

味
み

研究の成
せ い

果
か

を実用化

アドレナリンの抽
ち ゅ う

出
し ゅ つ

に成
せ い

功
こ う

 ＊副腎髄質ホルモン【ふくじんずいしつほるもん】　副腎は哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

などにある器官で、腎
じん

臓
ぞう

の 隣
となり

にあり、いろいろなホルモンを出します。「副腎髄
質ホルモン」は炎

えん

症
しょう

を抑
おさ

えるなど広い範
はん

囲
い

で身体機
き

能
のう

の 調
ちょう

節
せつ

を助けます。

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

として勤
きん

務
む

することになっ
たため、１歳

さい

で金
かな

沢
ざわ

へ移
うつ

り住みま
した。８歳で加賀藩の藩

はん

校
こう

「明
めい

倫
りん

堂
どう

」に入学し、その後長
なが

崎
さき

や大
おお

坂
さか

な
どで英語や医学などを学びました。

化学の道に進むことを決意しまし
た。1879（明治12）年に工部大

学校（現
げん

東京大学工学部）
応
おう

用
よう

化学科を１番の成
せい

績
せき

で
卒
そつ

業
ぎょう

しました。
　1880（明治13）年から
３年間のイギリス 留

りゅう

学
がく

の
後、国の役人になり、アメ
リカで化学肥

ひ

料
りょう

の製
せい

造
ぞう

法
ほう

を
研究しました。帰国後、日
本初

はつ

の化学肥
ひ

料
りょう

会社である
東京人

じん

造
ぞう

肥料会社（現日
にっ

産
さん

化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

）を設
せつ

立
りつ

しました。
　また、このころ、譲吉は麦

ばく

芽
が

（モ
ルツ）を使わずにウイスキーを造

つく

る方法を考え出しました。 麹
こうじ

を
使って造るこの方法は「高

たか

峰
みね

式
しき

元
もと

麹
こうじ

改
かい

良
りょう

法
ほう

」と呼
よ

ばれています。こ
の方法でウイスキーを造ろうとい
うアメリカの酒造会社が現

あらわ

れたた
め、再

ふたた

びアメリカへ渡
わた

って会社を
つくり、技

ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

から尊
そん

敬
けい

されま
した。

を認
みと

めず、1899（明治32）年に
設
せつ

立
りつ

された会社に日本国内で独
どく

占
せん

して販売する権
けん

利
り

を取らせ、譲吉
が初

しょ

代
だい

社長に就
つ

いています。
　アドレナリンの抽

ちゅう

出
しゅつ

は、タカヂ
アスターゼの発見以上に高く 評

ひょう

価
か

されました。アドレナリンは出血
を止める効

こう

果
か

的
てき

な薬として使われ、
外科手

しゅ

術
じゅつ

で命が救
すく

われる確
かく

率
りつ

が一
気に高まったのです。

水力発電でアルミ産業を推
す い

進
し ん

　譲
じょう

吉
き ち

はアメリカ人女
じ ょ

性
せ い

キャロラ
インと結

け っ

婚
こ ん

し、アメリカに永
え い

住
じゅう

し
ました。国

こ く

際
さ い

人
じ ん

であった譲吉は、
日米の親

し ん

善
ぜ ん

にも力を尽
つ

くしました。
　ワシントン D.C. のポトマック川
沿

ぞ

いやニューヨーク市のクレアモ
ント公園に桜

さくら

の木を寄
き

贈
ぞ う

したこと
で知られています。

日米の懸
か

け橋となった
高
た か

峰
み ね

譲
じょう

吉
き ち

科学技
ぎ

術
じ ゅ つ

と産
さ ん

業
ぎ ょ う

を結
む す

びつけたい
高
た か

峰
み ね

 譲
じ ょ う

吉
き ち

1854（嘉
か
永
えい
７）年 9月13日―1922（大正11）年７月22日

1854（嘉永７）..........................................0 歳
さい

射
い

水
みず

郡
ぐん

高
たか

岡
おか

町
まち

に生まれる
1864（元治元）.......................................10 歳
長
なが

崎
さき

へ留
りゅう

学
がく

する
1868（明治元）.......................................14 歳
京都の兵

へい

学
がく

塾
じゅく

、大
おお

坂
さか

の緒
お

方
がた

塾
じゅく

に入学
1879（明治 12）....................................25 歳
工部大学校を首

しゅ

席
せき

で卒
そつ

業
ぎょう

1880（明治 13）....................................26 歳
イギリスに留

りゅう

学
がく

する
1883（明治 16）....................................29 歳
農
のう

商
しょう

務
む

省
しょう

に入省
1887（明治 20）....................................33 歳
東京人

じん

造
ぞう

肥
ひ

料
りょう

会社の技
ぎ

師
し

長
ちょう

になる
アメリカ人女

じょ

性
せい

と結
けっ

婚
こん

1894（明治 27）....................................40 歳
食べ物を分

ぶん

解
かい

する酵
こう

素
そ

「タカヂアスター
ゼ」を発見
1900（明治 33）....................................46 歳
アドレナリンの抽

ちゅう

出
しゅつ

に成
せい

功
こう

1905（明治 38）....................................51 歳
ニューヨークに日本人倶

く

楽
ら

部
ぶ

を設
せつ

立
りつ

1912（明治 45）....................................58 歳
帝
てい

国
こく

学
がく

士
し

院
いん

賞
しょう

を受賞
1922（大正 11）....................................67 歳
ニューヨークで亡

な

くなる

少年時代の 譲
じょう

吉
きち

（右から２人目）（高峰譲吉博
士顕彰会蔵、高岡市立博物館寄託）

ピオリア高
たか

峰
みね

工場 ( 高峰譲吉博士顕彰会蔵、高岡市立博物
館寄託 ) 

タカヂアスターゼとアドレナリンは薬として商
品化されました。（高峰譲吉博士顕彰会蔵、高岡
市立博物館寄託）

譲
じょう

吉
きち

が使った顕
けん

微
び

鏡
きょう

（金沢ふるさと偉人館蔵、
高岡市立博物館提供）

竹
たけ

平
ひら

政
まさ

太
た

郎
ろう

ワシントン D.C.のポ
トマック河

か
畔
はん

の 桜
さくら

（高峰譲吉博士顕彰会
蔵、高岡市立博物館
寄託）

譲
じょう

吉
きち

と妻
つま

キャロラインと子どもたち 
（高峰譲吉博士顕彰会蔵、高岡市立博物館寄
託）


